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Trial manufacture of measuring instrument of the electromagnetic braking force by eddy current   




The measuring instrument of the electromagnetic braking force by eddy current is produced experimentally.  The force occurs 
both when a magnetic pole is close to a metal plate and when, it was kept away.  Experiment vessel which remodeled the sewing 
machine in order to examine the relationship between magnetic mobile speed and force, is produced experimentally.  The 
experimental results show that there is the force which arises is proportional to the speed of the mobile magnet.  They also 
confirmed that the induced current is closely related to the speed of the mobile magnetic pole.   
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図 2 に実験器の全体像を示す 4）．この実験器は，
廃棄されたミシンを改造したものである．従来，手
動で行っていた磁石の移動をミシンのカムを使っ

















にアルミ管(外径 Φ＝6 mm，長さ＝360 mm)に取り換
えた(図 2(b)参照)．この管の上端に磁石（ネオジム，





























湘南工科大学紀要 第 54 巻 第１号 
－ 64 － 
できる．これを実現するために，まず，アルミ管の
下端をノコギリで幅約 1 mm の溝を切り，そこにすり
接触部分を差し込み接着剤で固定する．次に，PM の




サ ( 中村理科 ( 現ナリカ ) ，力センサ ( ナリカ，
E31-6990-16，‐50～50 N，精度 0.1 N)で，電圧値は電
















V ステップ 5 種類）．図 4(a)に金属板と磁石の位置関
係の概観図を，図 4(b)に電源電圧 100 の時の力（引
力および斥力）および磁石の移動の時間変化の測定
例を示す． 
図 4(a)は，時間 t が 25～75 ms の時における磁石の
動き，すなわち磁石が最下位置から上昇して最下位
に戻ってくるまでの位置を示したものである．代表
的なものとして t＝25～75 ms を 4 分割した時間にお
ける磁石の位置を示した． 




mm)に変換した値である．磁石の最下位を L=0 mm と
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図 5 図 4(a)の拡大図 
この図で注目する部分は，t＝50 ms から 60 ms にお
いて見られる F の変化である．F の変化が時間変化に
対して直線的になっており，磁石が最高位置に到達
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